
溶媒 注入口圧力 (KPa) 注入口温度 (°C)

100 150 200 250 300

水 
(沸点 = 100 °C)

66 - 1.17 1.30 1.44 1.58

83 - 1.06 1.18 1.31 1.43

105 - 0.95 1.06 1.17 1.28

メタノール 
(沸点 = 65 °C)

66 - 0.52 0.58 0.64 0.70

83 - 0.47 0.53 0.58 0.64

105 - 0.42 0.47 0.52 0.57

アセトニトリル 
(沸点 = 82 °C)

66 - 0.40 0.45 0.50 0.55

83 - 0.37 0.41 0.45 0.50

105 - 0.33 0.37 0.40 0.44

DCM 
(沸点 = 40 °C)

66 0.29 0.33 0.37 0.41 0.44

83 0.26 0.30 0.33 0.37 0.40

105 0.23 0.27 0.30 0.33 0.36

酢酸エチル 
(沸点 = 77 °C)

66 - 0.21 0.24 0.27 0.29

83 - 0.20 0.22 0.24 0.26

105 - 0.17 0.19 0.22 0.24

トルエン 
(沸点 = 111 °C)

66 - 0.20 0.22 0.24 0.27

83 - 0.18 0.20 0.22 0.24

105 - 0.16 0.18 0.20 0.22

ペンタン 
(沸点 = 36 °C)

66 0.16 0.18 0.20 0.23 0.25

83 0.15 0.17 0.19 0.21 0.22

105 0.13 0.15 0.17 0.18 0.20

ヘキサン 
(沸点 = 69 °C)

66 - 0.16 0.18 0.20 0.22

83 - 0.15 0.16 0.18 0.20

105 - 0.13 0.15 0.16 0.18

サンプルマトリックス
高濃度成分 微量成分

シングルテーパ
ウール入りウルト 
ライナート (UI)、 
900 µL、4 mm 

5190-2293

ガラスフリット付きライナ
シングルテーパ、 
スプリットレス  

UI フリット、4 mm 
5190-5112

ストレート、UI 
250 µL、2 mm 

5190-6168

ストレート、 
不活性処理済 

石英製、250 µL、2 mm 
5181-8818

ストレート 
UI、250 µL、2 mm 

5190-6168

不活性処理済 
石英製、 

250 µL、2 mm 
5181-8818

不活性処理済
シングルバッフル、 
ガラスウール、 
180 µL、2 mm 

5183-2038

シングルバッフル、 
180 µL、2 mm 

5183-2036

マルチバッフル、 
150 µL、1.8 mm 

5183-2037

焼結ガラス、 
112 µL、1.5 mm 

5190-1426

汚れたマトリックス

シングルテーパ 
低圧 

スプリットテーパ、 
ウール、LP、UI、 
870 µL、4 mm 

5190-2295

スプリットテーパ、 
ウール、LP、 
不活性処理済 

870 µL、4 mm 
5183-4647

スプリット、シングル
テーパ、ウール、 
不活性処理済 

870 µL、4 mm 
5183-4711

一般用途

ガラスフリット付き 
ライナ 

シングルテーパ、 
汎用 UI フリット、 
870 µL、4 mm 

5190-5105

低圧 
スプリットテーパ、 
ウール、LP、UI、 
870 µL、4 mm 

5190-2295

ストレート、ウール 
スプリット、UI、 
990 µL、4 mm 

5190-2294

粘性サンプル

低圧 
スプリットテーパ、 
ウール、LP、UI、 
870 µL、4 mm 

5190-2295

スプリットテーパ、 
ウール、LP、 
不活性処理済、 
870 µL、4 mm 

5183-4647

HS/P&T自動注入 (液体サンプル)

ホットスプリットレスクリーンマトリックス HS/P&T SPMEコールドスプリットレス、
マルチモード注入口

スプリットレス注入: 高回収率

ガラスフリット付きライナ
シングルテーパ、汎用 

UI フリット、870 µL、4 mm
5190-5105

一般的なスプリット注入

低圧
スプリットテーパ、ウール、低圧 (LP)、
ウルトライナート (UI)、870 µL、4 mm 

5190-2295

汚れたマトリックス

低圧 
スプリットテーパ、 
ウール、LP、UI、 
870 µL、4 mm 

5190-2295

クリーンマトリックス

ストレートカップ 
スプリット、800 µL、 

4 mm 
18740-80190

PTV

専門性の高いアプリケーション

活性化合物

ディンプル付き 
UI、200 µL、2 mm 

5190-2297

シングルテーパ、 
不活性処理済、 
200 µL、2 mm 

5190-2296

高速導入

スプリットレス、 
ストレート  

35 µL、0.75 mm 
5190-4048

一般的なスプリットレス注入 専門性の高いアプリケーション

バックフラッシュ 
問題あり

ダブル 
テーパ、UI、 

800 µL、4 mm 
5190-3983

ダブルテーパ、 
不活性処理済 

800 µL、4 mm 
5181-3315

バックフラッシュ 
問題なし

シングルテーパ、UI、 
900 µL、4 mm 

5190-2292

シングルテーパ、 
不活性処理済 

900 µL、4 mm 
5181-3316

汚れたマトリックス 

ダイレクトコネクト、
シングルテーパ、 
下部ホール、UI、 

675 µL、 
内径 4 mm 
5190-7020

クリーンマトリックス

ダイレクトコネクト、
デュアルテーパ、 
ホール付き UI、 

575 µL、 
内径 4 mm 
5190-7011

手動低速注入

適切な注入口ライナを選択してサンプル導入を効率化

サンプル濃度

–  分析対象化合物が高濃度で存在する場合、または低い検出下限が必要ない場合は、スプリット注入を使用します。
スプリット注入では、必要な量のサンプルのみを GC カラムに導入することによりカラムのオーバーロードを防止し、
カラムの寿命を延ばせます。

–  分析対象化合物が低濃度で存在する場合は、スプリットレス注入を選択します。この手法では、注入の開始時にスプ
リットベントを閉じて、全流量を注入口経由でカラムに流します。設定時間 (パージ時間) の終了時にスプリットベン
トを開いて、残りの気化溶媒をすべて排出します。 

–  分析対象化合物が微量濃度で存在する場合はダイレクト注入が最適です。ただし、サンプルと注入口シール (また
はウール) が接触していると分解や吸着が発生することがあります。ダイレクト注入を使用すると、サンプルは温度
の高い注入口に注入され、サンプル全体が気化されて GC カラムに注入されます。

–  沸点が低い少量の活性化合物の場合は、マルチモード注入 (MMI) を使用します。サンプルは、温度が上昇するよう
にプログラムされている温度の低い注入口に注入されます。温度が上昇すると最初に溶媒が気化されて排出され、次
に分析対象化合物が気化されてカラムに導入されます。沸点が高く一部が気化されるサンプルには適していません。

GC 溶媒気化容量

加熱されたライナに導入されるサンプルの容量は、気化時には大幅に増大します。増大する量は、溶媒、注入口の温度、
およびライナ内部の圧力によって決定されます。表を参照してください。

ライナの容量は、気体サンプルに対応できる十分大きい量にする必要があります。直径が小さすぎるとサンプルがライ
ナの容量を超えて増大するため、セプタムパージ流路およびスプリットラインを通してサンプルが損失します。サンプル
がカラムに正確に導入されない場合、ピークテーリング、ピーク面積再現性の低下、およびキャリーオーバーが発生す
ることがあります。

成分の活性化 

一部のライナでは成分と内壁、フリット、またはガラスウール間の二次的反応により、ピークのテーリングまたはスプリッ
トが発生します。活性化合物を分析する場合も、ライナ表面が不活性化されていれば、このような相互作用を回避す
ることができます。

アジレントの気化容量計算ツールと溶媒ベント計算ツールを使用すると、最適な GC メソッドパラメー

タを設定できます。ご利用はこちらから: www.agilent.com/chem/gc-calculators

GC 注入口ライナを選択する際の検討事項 異なる注入口圧力と温度において、一般的な GC 溶媒を 1 µL 注入する際の気化容量

DE.3762731481

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、医薬品医療機器等法に基づく
登録を行っておりません。本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに変更
されることがあります。 
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GC 注入口は、注入された液体サンプルを気化して GC カラムに導入します。不適切なライナを選択すると、サンプル導入や分離が十分にできず、ピークテーリングが発生することがありますが、 
その原因が GC システムにあると誤解してしまうことも少なくありません。その場合、トラブルシューティングに貴重な時間を費やすことになります。


